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宮城県に於ける弥生時代の住居跡・石器・埋葬杜集成

小川淳一

l

宮城県の弥生時代研究は、山内清男の「石器時代にも稲あり」 （山内: 1925) に端を発して

以来、既に、半世紀以上の歴史的変遷を経てきた。戦後、伊東信雄等を中,じ､とした調査・研究

の結果、今日、東北地方南部の弥生時代は、稲作農耕を基盤にして順調に発展してきたと把握

されている （伊東： 1950． 1957･ 1970、伊藤: 1966)。そして、近年の相次ぐ、古墳時代前期

の方形周溝墓の発見（現在、 5遺跡）は、当地に於ける弥生時代の社会の内的発展の所産であ

ることを実証化しているとする理解が提示されている現状である。

筆者は、 ここで、宮城県に於ける弥生時代の基本的な社会構造把握のための基礎的作業とし

て、既存の文献を中,L､にして、社会構造把握のために関係する遺跡の地名表を作成することに

したい。ここで言う、関係遺跡とは、社会構造把握のための基本的分析視点としての､①集落

論的視点②生産用具論的視点③埋葬形態論的視点に関連する遺跡である。
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①集落跡（表l 、付図）

宮城県の弥生時代の遺跡数ば、現在、約300ケ所確認されている （宮城県教委： 1976）が、

集落跡として全面調査の実施されたものは存在しない。ここでは、住居跡の検出されたものに

ついて集成した。十三塚式期と天王山式期の竪穴住居跡である。
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②生産用具（表2，付図）

弥生時代の生産用具（労働手段としての労働用具のうちの「生産の筋骨系統」を言う） とし

て、磨製石器類， 木製農耕具類、鉄器類を主要なものとして考えているが、宮城県では、木製

品の検出iﾁﾘは皆無であり、鉄器としては、鳴瀬町寺下囲貝塚出土の鉄製鐇頭がl剛（加藤： 19
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68）のみであるため、 ここでは、弥生系磨製石器類（石庖丁、蛤刃石斧、片刃石斧等） を中心

として集成した。 また、当地に於いて、弥生時代に特有とされているアメリカ式石雛も加えた。

各形態別の遺跡数は、石庖丁（49遺跡)、蛤刃石斧(10遺跡)、片刃石斧(10遺跡)、石ノ

ミ形石斧（2遺跡)、石鍬（4遺跡)、有角石斧（6遺跡) 、磨製石剣（ 1遺跡)、 アメリカ

式石錐（24遺跡）である。次に、所属時期の判明するものを見ると、石庖丁は大泉式期（2遺

跡) 、桝形囲式期（ 1遺跡)、蛤刃石斧は大泉式期( l遺跡)、桝形囲式期(2遺跡)、片刃

石斧は大泉式期（2遺跡)、桝形囲式期( l遺跡)、石ノミ形石斧は大泉式期(2遺跡)、桝

形囲式期( 1遺跡)、石鍬は大泉式期( 1遺跡)、桝形囲式期( l遺跡） となっている。この

ことから、宮城県では、弥生系磨製石器類は大泉式期から、ほぼ出現することが知られる。 し

かし、発掘例の僅少さから、南小泉遺跡（伊東: 1950)に代表される桝形囲式期の石器の量的

増加は、現時点では、追証できない。

③埋葬形態（表3付図）

埋葬形態は、社会的意識諸形態の表出形態であり、人間集団の社会関係を表出するものであ

る。東北地方の弥生時代の埋葬形態は、基本的に、再葬墓（小竪穴墓） ・土器棺墓・土鞍墓に

分類されている （伊藤: 1961、柴田: 1972)｡

宮城県の各形態は、再葬墓（ 1遺跡一棚倉式期)、土器棺墓（4遺跡一桝形囲式期（2）、

十三塚式期(1)、天王山式期( 1) )、土壌墓( 1遺跡一大泉式期） となっている。以上の

ことから、宮城県では、桝形囲式期以降に、土器棺墓が増加することが指摘される。
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宮城県の弥生時代の社会把握のために、関連遺跡の地名表を作成した訳であるが、具体的な

発掘調査の例が少ないことから、詳細な実態は不明な点が多いようである。今後、実測図等の

図版を付けて、新たに集成を行ないたい。末尾になるが、宮城県文化財保護課丹羽茂氏、阿部

博志氏に御教示頂いたことを感謝いたします。 （1979. 3）
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表2 宮城県の弥生時代石器出土遺跡集成
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